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Namiki Hirohama
9月 月例報告書
Southern cross university 



The beach a t dawn



Readers appreciate 
accura t e  informa t ion

Reade rs  apprecia t e  
accura t e  informa t ion

“S e p t e m b e r , b u s y a n d  f a s t  f o rw a rd  lif e

遂に、 帰りの飛行機チケットを買ってしまった。帰りたくない。今月も毎日が充実して幸せで、しかしそれと同時に不安と恐

怖が私を襲う。私の留学生活は果たして成功したのだろうか、ここで出会った大切な人や友達との別れ、新しさと変化に満

ちた冒険のような日々がもうすぐ終わる。考え出すと止まらない。特に、ホストマザーJulieとの別れは悲しいどころの騒ぎ

じゃない。大学生活やニュースなど実の家族にも話してないような話題を大笑いしながら話したり、美味しいビッグディナー

を一緒に食べたり、深夜までソファに寝転がりながら共にテレビを見たり、ビーチにお散歩に行ったり、車で流れてる音楽に

ついて語り合ったり..Julie: Namikiが帰ったら本当に静かになるなぁ。Namiki: うん、平和になるでしょと返すのがここ

最近のお決まりだ。私は感受性がとても豊かなため、JulieのI will miss youで5回ほど既に号泣している。彼女は確かに

ホストマザーだが、私達は親友でもある。オーストラリアの初めの1ヵ月が地獄だったため、Julieに出会えたことがどれだけ

幸運だったか分かる。今、1ヵ月目の事を思い返すと自分よく耐えたなあと思う。片道チケットで、1人で飛行機に乗って異国

の地に来て、友達は一人もいない、ホストファミリーのトラブルでステイ先を転々とし、安心して眠りにつける場所もない。こ

こには私の事を気にかけてくれる人は一人もいないんだと今までの人生で感じた事のない孤独感に苛まれ、消えてしまい

たかった。しかし、今は人に恵まれ、明日はどんな日になるだろうとワクワクして眠りにつく。オーストラリアは人と人の心の

距離が近い、英語が人同士を繋げてくれると感じる。先日、帰国前に会うのが最後になったオーストラリア人の友人が「皆、

Namikiが大好きだよ、あなたは愛されているよ」と言葉をかけてくれた。心が温かくなった。オーストラリアや海外の方は

直接言葉に出して伝えてくれる。あなたに会えて良かった、一緒にいて本当に楽しい、笑顔が素敵、頑張っているね。そんな

優しくて素直なここの文化が私は大好きだ。

9月、今までの留学生活を凝縮したような濃い充実した１ヵ月だった。「You can sleep when you are dead!!死んで

から寝ろ」。が今月のモットーだった。早朝にカフェで朝活をし帰りに壁に指をぶつけて出血したり、国立公園やダムでお散

歩をしたり、BBQ、深夜にポップコーンとチップスを食べながら映画を見て友達の家でお泊りしたり、仕事帰りに

coworkerとアイスを食べたり、ボートを貸し切って無人島でシュノーケリングをし亀と泳いだり、ヨガをした直後にハン

バーガーを食べたり、夜食にホールピザ2枚を食べに行き夜のビーチを散歩したり、アウトレットで爆買いしたり、友達と遊

びすぎ、出かけすぎなのは十分承知しているが、勉学も仕事も本気で真剣に取り組んでいるため温かく見守ってください。



Springbrook national park 



台湾、韓国、インドネシアの友達9人と貸切ボートに乗って沢山の亀の生息地であるcook islandでシュノーケリングを

した。水に飛び込みすぐにたくさんの亀を発見し、人生初！カメと一緒に泳いだ。竜宮城に行くような気分になった。帰

りのボートで、ラッキーな頃にお母さんと赤ちゃん2匹のクジラに遭遇した。ボートの下を潜ったり、メチャクチャに近く

てinsane!!!OMG!!!!が止まらなかった！勉強のリフレッシュに観光が沢山できるところも、Gold Coast留学の一つ

のメリットである。

“S n o rke l w it h  t h e  t u r t le s  a t  Co o k  Is la n d "
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“The last term in Southern cross university”
遂にSouthern Cross universityの学習過程を終了した（10月中旬）。最終タームは、Event operations

というイベントの運営についての知識をつけcase studyとしてイベントの企画及びプランする授業を履修した。

Bump in / out、予算、スタッフィング、リスクマネジメント、スケジュールの企画など詳細まで把握する必要が

あったため、自身のcase studyに選んだイベントの責任者に連絡を取るなど、やりがいのあるアサイメントだっ

た。授業中に教授が持ってきたTim TamやchipsなどThe オーストラリアのお菓子を食べたり、イベントについ

てプレゼンをしたりなど実践的に楽しく学べた。今期は、1 Unitのみの履修であったがゴールドコーストで過ごす

最後の1ヵ月であったため帰国・仕事納めの手続きや難易度の高い課題でもあり一番多忙なTermであった。最終

課題を提出した時、達成感と同時に遂に海外大学生活が終わってしまったと寂しくなった。気になる成績は、初め

のアサインメントで満点を取ることが出来Second assignmentも高い評価を得た。最終Gradeが楽しみだ。

“University Life in SCU ”
Term 1. Language and learning in your discipline

Term 2. The interconnected world/ Service quality management

Term 3. Airport management/ Sustainability tourism

Term 4. Event operations

大学生活を振り返って…とにかく充実していた。日本では学んでこなかった全く新しい学習分野、日本の大学とは

全く異なる自己学習・徹底した予習に重きを置いた学習システム、企画・立案を含むCase studyなどの実践的な

課題、グループワーク・教授との対話形式/オンラインの講義。学習のみでなく、ヨガやズンバ・Movie night・

Trivia night・Social eventなど豊富なアクティビティー、設備の整った学生が快適に過ごせるStudent 

loungeや図書館。オーストラリアを含めた各国からの留学生との出会い。ここで学んだことは確実に将来の可能

性を広げてくれただろう。 Southern cross universityが大好きだ＾＾大変だったけど‼
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“S w e ll S c u lp t u re  f e s t iva l"

4時半夜明け前、ホストマザーと一緒にCurrumbinビーチで開催されているswell sculpture festivalに行っ

た。プラスチックなどのゴミが全く新しいアートに変化し、一つ一つの作品に物語やメッセージがあり興味深かった。

白い砂浜に設置された数多くのアート作品を見て、大好きなマザーとの気持ちの良い最高な朝になった。

ホテルの最上階のバーで開催されるクイズ対決に大学代表として今季は毎週参加した。歴史、地理、音楽、

社会情勢などクイズの種類も豊富で楽しかったが毎回最下位でしたNVM

“Trivia  n ig h t "



Th a n k yo u


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8

